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［情報名］系統が異なる薬剤の混用散布によるイチゴのナミハダニに対する相乗効果 

［要約］ハダニ類に登録のある気門封鎖剤である脂肪酸グリセリド乳剤と、アザミウマ類に

登録のあるスピノサド水和剤を混用散布することで、相乗効果により、ナミハダニ黄

緑型に対する効果が向上し、高い密度抑制効果が得られる。 
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［背景・ねらい］ 

イチゴのナミハダニ黄緑型（以下、ナミハダニ）に対する有効薬剤が不足し、既存の薬剤

の効果を最大限発揮する施用法が求められる中、殺ダニ剤では異なる系統の薬剤の混用によ

り、有効成分の単用散布以上の効果（相乗効果）が得られる事例が複数報告されている。そ

こで、殺ダニ剤である気門封鎖剤の脂肪酸グリセリド乳剤（サンクリスタル乳剤）と、殺ダ

ニ剤ではないスピノシン系剤のスピノサド水和剤（スピノエース顆粒水和剤）の混用散布に

ついて、イチゴのナミハダニへの有効性を明らかにする。 

 

［成果の内容］ 

１．スピノエース顆粒水和剤 5000 倍は殺ダニ剤ではなく、単用散布ではナミハダニに対して

防除効果がほとんどないが、サンクリスタル乳剤 300 倍との混用散布により高い効果を示

し、相乗効果が認められる（図 1、表 1）。 

 

２．軟弱徒長苗や散布薬液の乾きにくい条件など薬害を考慮すべき場合や、ナミハダニの寄

生がほとんど認められないような低密度の場合は、サンクリスタル乳剤の混用濃度を 600

倍としても高い効果を示す（図 2）。なお、サンクリスタル乳剤のイチゴのハダニ類に対す

る登録は 300～600 倍である。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．スピノエース顆粒水和剤は蜜蜂への影響がやや認められるため、この混用散布は「本圃

定植前の重点防除期」における、ハダニ類およびアザミウマ類の育苗圃から本圃への持込

防止対策のための同時防除剤としての利用が望ましい。 

 

２．この混用散布による相乗効果の一つの要因として、虫体へ付着した散布薬液の殺虫効果

が高まる作用を室内試験により明らかにしているため、散布に当たってはナミハダニの寄

生する葉裏までかかるよう十分量を丁寧に散布する。 

 

３．サンクリスタル乳剤およびスピノエース顆粒水和剤はいずれも有機農産物の日本農林規

格の別表 2に掲げられている。 
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表1　混用による相乗効果（2019年度試験）

供試濃度

実測値
1)

理論値
2) 実測値 理論値

1　サンクリスタル乳剤 300倍 34 - 41 -

2　スピノエース顆粒水和剤 5000倍 57 - 68 -

3　サンクリスタル乳剤 300倍

 スピノエース顆粒水和剤 5000倍

注1）実測値：100－図1に示す補正密度指数

注2）コルビーの式に基づく理論値＝（区1の実測値＋区2の実測値）-（区1の実測値×区2の実測値）/100

を示し、得られた実測値が理論値を上回った場合に、相乗効果が得られたと判断される。

（混用）

供試薬剤

ナミハダニ黄緑型雌成虫に対する効果
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